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問１ 
設問 1） 
否定的側⾯：睡眠の質の低下，集中⼒の低下，対⼈関係や⽣活満⾜度の悪化。 
肯定的側⾯：スマートフォンが提供する学習や⼈間関係の機会やその活⽤。様々な教科にお
いて有効な学習⽀援となる。 
 
設問 2） 
初めてスマートフォンを⼿にした年齢がウェルビーイングに及ぼす影響について，研究結
果が肯定的・否定的なものが混在している。また，より若い年齢でインターネットやスマー
トフォンを利⽤し始めるとインターネット依存や問題のある利⽤をしていることも指摘さ
れている⼀⽅で，使⽤習慣を考慮した分析では関連がみられなくなるなど，調査が不⾜して
いることから，デジタル・ウェルビーイングという観点で検討が必要だと考えているため。 
 
設問 3） 
（評価の観点） 
論⽂冒頭で筆者が投げかけている「⼦どもには何歳でスマートフォンを与えるべきか？」と
いう問いに関連するさまざまな先⾏研究で⽰されている内容を踏まえたリサーチクエスチ
ョンが説明できていること。 
 



問２ 
設問 1）  
以下の 3 点が含まれていることが望ましい。 
・伝統的な理解 

従来の仮定では，治療同盟は「数セッションで形成され、その後は安定（維持）するもの」
という静的な仮定に基づき，通常は治療中の 1 点のみで測定されていた。 

・近年の変化 
近年の研究では，治療同盟は「治療全期間を通じて変化する動的な構成概念」と再定義さ
れた。 

・測定⼿法の変化について 
1 回きりの測定から，セッション毎（session-by-session）の継続的な測定へと移⾏するよ
うになってきている。これにより，治療同盟の変化と症状の改善のどちらが予測因⼦でど
ちらが結果かという時間的関係（temporal relationship）の調査が可能になった。 

 
設問 2） 
以下の内容について，箇条書きや表形式，⽂章などを通して明確に整理できていること。 
 

⼿法 メリット 限界・課題 
外部観察者によるコード化 患者・セラピストが報告で

きない（あるいはしたがら
ない）側⾯を洞察できる。 

観察可能な範囲に限定され
る。時間がかかり⾼コスト
であるため、セッション間
の動態把握には不向き。 

⾃動/半⾃動解析（⽣理・⾳
響・⾏動等） 

⾝体運動、⾳声指標、⽣理指
標、⾔語特徴などをモーメ
ント・バイ・モーメント（瞬
間毎）に客観的に測定でき
る。 

これらが「従来の治療同盟」
と同じ概念を測定している
のか、どの概念を反映して
いるのかがまだ確定してい
ない。 

 
 


